　　　棘の正体
　　　　末津夢　花子
　私はただの一度も聖書を読んだことがない。それでも長い間、聖書の「罪」に疑問を抱いてきた。アメリカ在住の妹の家に逗留していた折、クリスチャンでもある彼女に聖書を借りた。手渡されたそれは、分厚くてずしりと重く、和文と英文の訳が載っていた。
　聖書は二千年以上前から伝わるという。最初に「罪」という言葉が登場するのは「創世記」「カインとアベル」の話だ。四章七節。
「もしお前が正しいのなら、顔を上げられるはずではないか。正しくないなら、罪は戸口で待ち伏せており、お前を求める。お前はそれを支配しなければならない」（和文）
　土の実りを主のもとに捧げて見向きもされなければ、顔を伏せて当然と私は思う。
　私には兄と妹がいる。兄は放蕩息子で、妹は末っ子の甘え上手。真ん中の私は必死に勉強して定職に就き、両親と住み最期を看取った。だから、カインの気持ちが痛いほど分かる。人は誰しも報われたいと願っているのではないか。その自然な願いを「罪」と呼ばれると、胸の底に棘が刺さる。　
　ふと、右側の英文に目がいく。「罪」は「sin」。（辞典では［道徳的な、宗教上の］罪）。例として、「嘘をつくこと、嫉妬、傲慢な」が挙げられる。カインは嘘をついていない。貢ぎ物を捧げるから傲慢ではない。強いて言えば、二つ目の嫉妬が当てはまる。なぜ嫉妬が生じたか。主がアベルをひいきしたように映ったからだ。生け贄を欲する主は、どこか残酷ではないか。
次に出てきたのが十三節。「カインは主に言った。私の罪は重すぎて負いきれません」ここでの「罪」は「punishment」。（辞典では罰すること、処罰されていること）和文では「罪」で括られていたが、英文では違う言葉が使われている。私は和文が大ざっぱすぎることに、納得がいかない。
「納得がいって入信する人はいないと思うよ。聖書には理不尽なことがたくさんあるけど、ひっくるめて神の愛があるの」と妹は諭すように言う。「分からないなら、日曜日牧師の説教を聞きに行けば」と付け足した。
　私は決して、毛嫌いしているわけではない。現に妹と教会でする子どもらのサマースクールのランチ作りボランティアに、微力ながら手を貸した。自分の知らない世界を垣間見るのも面白いから、説教を聞くことも厭わない。だが、安易に神の愛にすがるつもりはない。
「暇だから、あれこれ考えるんだよ」と友人に言われたことがある。私はきっと考えている時が幸せなのだろう。与えられた答えだけではどこか満たされないままなのだ。時間をかけ、向き合った末に、「sin」＝「嫉妬」は「罪」なのだと、辿り着いた。それでも、胸の底の棘は、いまもひそかに疼いている。
